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私
は
一
九
九
九
年
に
『
高
山
右
近
』
と
云
う

長
編
小
説
を
講
談
社
か
ら
上
梓
し
た
。
ハ
ー
ド

カ
バ
ー
の
こ
の
本
は
現
在
絶
版
に
な
っ
て
い
る

が
、
講
談
社
文
庫
に
入
っ
て
い
て
入
手
可
能
で

あ
る
。

こ
の
小
説
を
書
く
た
め
に
、
右
近
ゆ
か
り
の

地
を
随
分
あ
ち
こ
ち
旅
を
し
た
。

信
長
が
畏
敬
し
た
右
近

ま
ず
右
近
の
領
地
高
槻
に
行
っ
て
み
た
。
右

近
が
領
主
だ
っ
た
こ
ろ
の
面
影
は
今
の
町
に
残

っ
て
い
な
い
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
近
く
に

大
き
な
右
近
の
銅
像
が
建
っ
て
い
て
、
こ
こ
が

彼
の
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

右
近
は
築
城
術
の
名
手
で
織
田
信
長
の
軍
勢
に

取
り
囲
ま
れ
て
も
、
城
壁
は
び
く
と
も
せ
ず
、

さ
す
が
の
信
長
も
攻
め
あ
ぐ
ね
た
。
そ
こ
で
城

の
前
に
こ
の
あ
た
り
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
逮
捕
し

て
十
字
架
に
つ
け
て
殺
す
と
い
う
脅
迫
を
し
た

の
で
、
右
近
は
死
を
覚
悟
し
て
経
帷
子
を
身
に

ま
と
い
、
単
身
信
長
に
会
っ
て
人
々
を
救
い
、

信
長
の
家
来
に
な
る
こ
と
も
承
知
し
た
。
信
長

は
右
近
が
利
休
十
哲
の
ひ
と
り
と
し
て
茶
人
と

し
て
の
名
声
の
高
い
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、

築
城
の
名
手
で
あ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
た
め
に

命
を
捨
て
る
覚
悟
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

畏
敬
の
念
を
覚
え
た
ら
し
い
。

安
土
城
を
造
る
と
き
に
は
右
近
に
い
ろ
い
ろ

と
相
談
し
た
と
言
う
文
献
も
残
っ
て
い
る
。
そ

の
功
に
答
え
る
た
め
に
信
長
は
城
の
真
ん
前
に
、

キ
リ
シ
タ
ン
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
（
学
校
）
を
作
る

こ
と
を
許
し
て
、
し
か
も
城
と
同
じ
く
金
箔
張

り
の
瓦
で
飾
る
こ
と
を
も
特
別
に
許
し
、
セ
ミ

ナ
リ
オ
の
授
業
を
時
々
見
学
し
た
り
西
洋
楽
器

の
演
奏
を
楽
し
ん
だ
り
し
た
。
私
は
安
土
城
の

廃
墟
を
見
て
、
セ
ミ
ナ
リ
オ
の
あ
る
と
こ
ろ
を

想
像
し
て
み
て
、
信
長
の
右
近
に
対
す
る
信
頼

と
家
臣
と
し
て
の
傑
物
と
し
て
相
談
相
手
に
な

っ
た
こ
と
も
理
解
で
き
た
。

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会(

会
長･

池
長 

潤
大
阪
大
司
教)

は
、

高
山
右
近
を
殉
教
者
と
し
て
列
福･

列
聖
す
る
願
い
を
ロ
ー
マ
教
皇
庁

に
提
出
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
の
一
〇
月
、
池
長
大
司
教
を
団
長

に
大
塚
喜
直･

京
都
司
教
ら
聖
職
者
に
加
え
て
信
徒
有
志
に
よ
る
公
式

巡
礼
団
が
ロ
ー
マ
を
訪
れ
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
六
世
に
謁
見
、
祝

福
を
受
け
る
と
同
時
に
列
福
の
早
期
実
現
を
祈
願
し
た
。
そ
の
後
一

行
は
、
ラ
テ
ラ
ー
ノ
大
聖
堂
な
ど
ロ
ー
マ
市
内
の
四
大
バ
ジ
リ
カ
に

も
巡
礼
し
、
日
本
再
宣
教
百
五
〇
年
の
感
謝
と
始
ま
っ
た
ば
か
り
の

『
信
仰
年
』
の
祈
り
を
捧
げ
た
。
写
真
は
二
〇
一
〇
年
十
二
月
、
池

永
大
司
教
が
ロ
ー
マ
教
皇
に
拝
謁
し
た
時
の
も
の
。

本
能
寺
の
変
の
と
き
、
明
智
光
秀
は
右
近
に

あ
て
て
手
紙
を
出
し
た
が
、
右
近
は
逆
賊
に
組

す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
と
、
秀
吉
の
軍
に
加
わ
り
、

光
秀
追
討
の
先
頭
に
立
っ
て
山
崎
の
合
戦
に
参

加
し
た
。
私
は
古
戦
場
を
訪
れ
昔
を
し
の
ん
だ
。

明
智
軍
が
総
崩
れ
に
な
っ
た
の
は
よ
く
知
ら
れ

た
史
実
で
あ
る
。

二
十
五
年
余
を
金
沢
で
過
ご
す

そ
れ
か
ら
あ
と
、
秀
吉
に
従
い
、
数
々
の
合

戦
で
働
き
、
遂
に
播
磨
明
石
の
城
主
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
秀
吉
の
九
州
征
伐
に
加
わ
っ
た
時

に
秀
吉
が
不
意
に
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
を
命
令
し

た
。
右
近
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
を
棄
て
ず
に

明
石
の
領
土
を
捨
て
て
、
小
豆
島
か
ら
肥
後
の

キ
リ
シ
タ
ン
大
名
小
西
行
長
の
所
に
身
を
隠
し

た
。
そ
の
後
、
金
沢
の
前
田
利
家
の
計
ら
い
で

金
沢
に
身
を
隠
し
た
。
こ
こ
に
約
二
十
六
年
い

た
あ
と
、
家
康
の
キ
リ
シ
タ
ン
追
放
令
で
、
一

六
一
四
年
、
長
崎
か
ら
マ
ニ
ラ
に
追
放
さ
れ
た
。

前
田
家
に
仕
え
た
と
き
、
能
登
に
所
領
を
得

た
が
、
今
は
そ
の
地
方
か
ら
十
字
架
や
マ
リ
ア

の
像
を
彫
っ
た
墓
石
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
一
部
は
金
沢
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
も
展
示

さ
れ
て
い
る
。

信
仰
を
守
っ
て
マ
ニ
ラ
へ

マ
ニ
ラ
に
追
放
さ
れ
た
右
近
を
当
時
フ
ィ
リ

ピ
ン
を
植
民
地
に
し
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
人
た
ち

は
歓
迎
し
た
。
右
近
が
信
仰
を
守
っ
て
敢
然
と

し
て
国
外
に
出
た
い
さ
ぎ
よ
さ
を
賛
美
し
た
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
右
近
は
熱
病
に
か
か
り
、

一
六
一
五
年
二
月
五
日
に
帰
天
し
た
。

右
近
の
銅
像
が
マ
ニ
ラ
の
公
園
に
作
ら
れ
て

い
た
。
立
派
な
像
で
あ
る
。
信
仰
を
守
っ
て
一

生
を
送
っ
た
異
国
人
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
々
は

忘
れ
な
か
っ
た
の
だ
と
、
私
は
そ
の
像
に
手
を

合
わ
せ
た
。

高
山
右
近
に
つ
い
て
は
、
そ
の
関
係
す
る
土

地
を
私
は
な
る
べ
く
訪
れ
て
故
人
を
偲
ん
だ
。

高
槻
の
城
跡
、
安
土
城
の
廃
墟
、
山
崎
の
合
戦

地
、
セ
ミ
ナ
リ
オ
の
跡
地
、
雪
の
さ
な
か
に
金

沢
か
ら
琵
琶
湖
湖
畔
の
坂
本
ま
で
歩
い
た
跡
、

金
沢
の
南
蛮
寺
の
あ
っ
た
石
川
門
の
前
の
坂
道
、

能
登
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
地
、
そ
し
て
マ
ニ
ラ
。

穏
や
か
に
権
力
に
抗
し
た

秀
吉
も
徳
川
幕
府
も
、
キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
に

残
酷
な
拷
問
と
殺
戮
を
お
こ
な
っ
た
が
、
そ
の

圧
力
の
さ
な
か
に
高
山
右
近
は
、
い
つ
も
穏
や

か
に
相
対
し
て
、
武
力
で
も
っ
て
敵
対
は
し
な

か
っ
た
。
金
沢
に
滞
在
し
た
長
い
年
月
に
、
教

会
を
建
て
、
多
く
の
人
々
を
キ
リ
シ
タ
ン
の
信

仰
に
導
く
こ
と
を
自
分
の
使
命
と
考
え
て
い
た

し
、
そ
れ
を
実
行
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
彼
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聖
三
木
図
書
館
ロ
ゴ

イ
エ
ズ
ス
会
の
イ
ル
マ
ン
と
し
て

両
手
を
掲
げ
、
人
々
に
教
え
を
説

く
パ
ウ
ロ
三
木
。

見
せ
し
め
の
た
め
、
他
の
殉
教
者

と
と
も
に
左
耳
を
そ
が
れ
た
。

高
山
右
近
と
と
も
に
祈
る

作
家   

加
賀 

乙
彦

右
近
の
列
福
を
祈
願
巡
礼
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は
徹
底
し
て
権
力
に
反
抗
し
た
信
仰
の
人
で
あ

っ
た
。

幕
府
の
追
放
令
に
従
っ
て
、
金
沢
を
去
る
と

き
に
、
彼
は
自
分
が
造
営
の
指
揮
を
し
た
高
岡

城
に
二
代
目
の
殿
様
前
田
利
長
を
訪
ね
た
と
い

う
の
が
、
私
の
想
像
で
あ
る
。
利
長
は
キ
リ
シ

タ
ン
に
寛
大
な
人
で
右
近
の
親
し
く
仕
え
た
人

で
あ
っ
た
。
金
沢
に
は
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
が

い
て
、
右
近
は
彼
ら
の
た
め
に
、
茶
会
を
開
き
、

ミ
サ
を
あ
げ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
そ

れ
ら
の
信
者
の
な
か
に
は
、
前
田
利
家
の
娘
の

豪
姫
も
い
た
の
で
あ
る
。
私
の
書
い
た
『
高
山

右
近
』
と
い
う
小
説
は
、
追
放
さ
れ
る
右
近
が
、

親
し
い
二
人
に
別
れ
、
雪
の
北
国
街
道
を
歩
い

て
い
く
と
い
う
場
面
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
書
く
た
め
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
ふ
く

め
て
各
地
の
旅
を
し
て
回
っ
た
二
十
年
前
の
こ

と
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
。

異
国
で
帰
天
し
た
信
仰
者

豪
快
な
武
人
と
し
て
人
に
す
ぐ
れ
た
働
き
を

し
な
が
ら
、
築
城
の
技
術
者
で
あ
り
、
利
休
の

弟
子
と
し
て
有
名
な
茶
人
で
あ
っ
た
右
近
の
こ

と
を
、
私
は
信
仰
の
喜
び
を
一
に
す
る
昔
の
人

と
し
て
懐
か
し
く
思
い
出
す
。
追
放
さ
れ
た
と

き
に
、
当
時
と
し
て
は
老
齢
の
六
十
歳
を
過
ぎ

た
体
で
、
二
月
の
猛
吹
雪
の
な
か
を
歩
き
、
さ

ら
に
長
崎
か
ら
マ
ニ
ラ
ま
で
荒
波
を
航
海
し
て

異
国
に
着
き
、
力
尽
き
て
帰
天
し
た
信
仰
者
の

尊
い
姿
を
思
っ
て
は
、
と
も
に
祈
る
の
が
、
私

の
ひ
そ
か
な
楽
し
み
な
の
だ
。

【
加
賀 

乙
彦
氏
】
一
九
二
九
年
、
東
京
生
ま

れ
。
東
大
医
学
部
卒
、
精
神
科
医
。
フ
ラ
ン
ス

留
学
の
後
東
京
医
歯
大
助
教
授
、
上
智
大
教
授
。

六
七
年
『
フ
ラ
ン
ド
ル
の
冬
』
で
芸
術
選
奨
文

部
大
臣
新
人
賞
受
賞
を
契
機
に
作
家
の
道
へ
。

『
宣
告
』
、
『
湿
原
』
、
『
永
遠
の
都
』
な
ど

「
ス
ペ
イ
ン
　
サ
ム
ラ
イ
末
裔
説
解
明
へ
、

ハ
ポ
ン
さ
ん
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
」
―
―
最
近
こ
ん
な

見
出
し
の
記
事
が
新
聞
に
載
っ
た
の
を
目
に
し

た
。
ハ
ポ
ン
と
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
日
本
の
意
味
。

そ
の
ハ
ポ
ン
を
姓
に
名
乗
る
人
々
が
ス
ペ
イ
ン

に
い
る
の
だ
。

一
九
九
六
年
、
僕
は
ハ
ポ
ン
さ
ん
に
会
い
に

ス
ペ
イ
ン
を
訪
れ
た
。
当
時
勤
務
し
て
い
た
毎

日
新
聞
の
日
曜
く
ら
ぶ
連
載
企
画
「
ハ
プ
ス
ブ

ル
ク
家
へ
の
旅
～
オ
ー
ス
ト
リ
ア
千
年
」
の
取

材
だ
っ
た
。

ス
ペ
イ
ン
南
部
の
セ
ビ
リ
ア
か
ら
川
を
溯
っ

て
約
八
キ
ロ
、
コ
リ
ア
・
デ
ル
・
リ
オ
と
い
う

小
さ
な
町
に
約
六
百
人
の
ハ
ポ
ン
さ
ん
が
暮
ら

【
高
山 

右
近
】

一
五
五
二(

天
文
二

十
一)

年
生
～
一
六
一

五(

慶
長
二
十)

年
没
。

戦
国
時
代
か
ら
江
戸
初

期
に
か
け
て
の
武
将
、

有
名
な
キ
リ
シ
タ
ン
大

名
で
千
利
休
の
高
弟
の

一
人
。
父
の
影
響
で
一

五
六
四(

永
禄
七)

年
、

十
二
歳
で
受
洗
。
洗
礼

名
は
ユ
ス
ト
。

写
真
は
大
阪
教
区
高

槻
教
会
の
前
庭
に
あ
る

高
山
右
近
像

の
作
品
で
日
本
文
学
大
賞
ほ
か
多
く
の
文
学
賞

を
受
け
る
。
一
九
八
七
年
に
受
洗
。
一
九
九
九

年
に
『
高
山
右
近
』
上
梓
。
右
近
に
つ
い
て
は
、

創
作
能
や
日
比
合
作
の
オ
ペ
ラ
と
な
る
。
二
〇

一
一
年
に
文
化
功
労
者
。
最
近
、
自
伝
的
大
河

小
説
『
雲
の
都
』(

新
潮
社
・
全
五
巻)

を
完
結

さ
せ
た
。
こ
の
小
説
で
本
年
度
の
毎
日
出
版
文

化
賞
特
別
賞
を
受
け
た
。

し
て
い
た
。
な
ぜ
こ
の
町
に
ハ
ポ
ン
さ
ん
が
い

る
の
か
。

慶
長
使
節
団
の
末
裔
か

理
由
の
一
つ
と
し
て
、
仙
台
藩
主
伊
達
政
宗

が
一
六
一
三
年
に
派
遣
し
た
「
慶
長
遣
欧
使
節

団
」
一
行
が
こ
の
町
に
一
時
滞
在
し
た
史
実
が

あ
る
。
日
本
に
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
た
ザ
ビ
エ

ル
来
日
か
ら
わ
ず
か
六
十
年
余
後
の
こ
と
だ
。

一
行
は
マ
ド
リ
ー
ド
で
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
ス

ペ
イ
ン
王
フ
ェ
リ
ペ
三
世
に
謁
見
し
、
ロ
ー
マ

も
訪
れ
て
再
び
コ
リ
ア
経
由
で
帰
路
に
就
い
た
。

そ
の
時
、
一
行
の
数
人
は
現
地
に
留
ま
っ
て
結

婚
。
そ
の
子
孫
が
…
…
と
い
う
こ
と
か
ら
〝
ハ

ポ
ン
伝
説
〟
は
生
ま
れ
た
。

取
材
に
応
じ
て
く
れ
た
ビ
ル
ヒ
ニ
オ
・
カ
ル

バ
ハ
ル
・
ハ
ポ
ン
さ
ん
（
当
時
五
九
歳
）
は
「
自

分
た
ち
は
昔
こ
こ
に
来
た
日
本
人
の
末
裔
だ
と

祖
父
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
頃
は
出
身

地
の
名
を
姓
に
し
て
い
た
か
ら
ハ
ポ
ン
と
い
う

姓
が
で
き
た
ん
だ
ろ
う
」
と
語
っ
て
い
た
。
イ

タ
リ
ア
の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
パ
バ
ロ
ッ
テ
ィ
を
思

わ
せ
る
風
貌
だ
。
彼
が
招
か
れ
て
宮
城
県
に
行

っ
た
時
は
「
母
や
い
と
こ
に
そ
っ
く
り
な
人
が

い
る
ん
で
び
っ
く
り
し
た
」
と
い
う
。

も
う
一
人
は
、
た
ま
た
ま
九
六
年
の
ミ
ス･

ス
ペ
イ
ン
に
輝
い
た
マ
リ
ア･
ホ
セ･

ス
ア
レ
ス･

ベ
ニ
テ
ス
さ
ん
（
当
時
二
十
一
歳
）
。
母
方
の

祖
父
が
ビ
ル
ヒ
ニ
オ
さ
ん
の
母
親
の
い
と
こ
に

あ
た
る
の
だ
そ
う
だ
。
大
き
な
瞳
の
典
型
的
な

ア
ン
ダ
ル
シ
ア
美
人
で
、
「
日
本
人
の
血
が
流

れ
て
い
る
の
は
誇
り
だ
わ
」
と
上
手
な
社
交
辞

令
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
締
め
く
く
っ
た
。

ゲ
ノ
ム
解
析
で
究
明
？
！

新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
、
名
古
屋
大
学
や
国
立

遺
伝
学
研
究
所
な
ど
の
共
同
研
究
チ
ー
ム
が
ハ

ポ
ン
さ
ん
た
ち
に
協
力
を
求
め
て
血
液
を
採
取

し
、
ゲ
ノ
ム
（
全
遺
伝
情
報
）
を
解
析
し
て
日

本
人
と
比
較
す
る
と
い
う
。

約
十
五
年
前
の
僕
の
記
事
は
、
「
日
没
せ
ざ

る
帝
国
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
世
界
に
版
図
を
広

げ
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
と
「
日
出
る
国
」
と

の
意
外
な
つ
な
が
り
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し

て
書
い
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
ハ
ポ
ン
伝
説
が

人
々
の
ロ
マ
ン
か
ら
生
ま
れ
た
の
か
、
そ
れ
と

も
小
さ
い
な
が
ら
も
歴
史
の
確
か
な
ひ
と
こ
ま

だ
っ
た
の
か
。
今
回
の
調
査
で
ど
ん
な
結
果
が

出
る
の
か
、
楽
し
み
で
も
あ
る
一
方
、
野
暮
な

こ
と
を
し
な
く
て
も
…
…
と
い
う
複
雑
な
思
い

で
見
守
っ
て
い
る
。

心を癒す言葉の花束　　　　　  アルフォンス･デーケン著  集英社
いまを生きる覚悟            　曽野綾子･クライン孝子著  致知出版社
老いて病み、想う　　　　　　  川中なほ子著　　　　     教友社
寅さんとイエス    　　　　　  米田彰男著      　　     筑摩書房
イエスの祈り              　  教皇ベネディクト十六世著 カトリック
                                                         中央協議会
最後のイエス　　　　　　　　  佐藤研著　　　　　　     ぷねうま舎
イエスはいかにして神となったか   Ｆ･ルノワール著 　　     春秋社
在るものと本質について　　　  トマス･アクィナス著      知泉書館
マザー･テレサCEO　　　 　　  ルーマ･ボース著 　　     集英社
こころを病む人と生きる教会    英隆一朗著        　     オリエンス
                                                         宗教研究所
人生を活性化する25錠　　　　  竹下節子著　　　　　     ドン･ボスコ社
ジャン･バニエの言葉 　　　　  ジャン･バニエ著 　　     新教出版社
傷ついた日本人へ              ダライ･ラマ14世著        新潮社
愛するという選択        　    テゼ共同体著             サンパウロ
十字を切る          　        晴佐久昌英著             女子パウロ会

近頃、聖三木図書館でよく読まれている本 2012年12月

ス
ペ
イ
ン
の
ハ
ポ
ン
さ
ん
余
話

上
智
大
学
文
学
部
教
授   

橋
場 

義
之
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二
人
の｢

母｣
の
姿

直
木
賞
作
家
・
角
田
光
代
の
小
説
『
八
日
目

の
蝉
』
が
映
画
化
さ
れ
、
二
〇
一
一
年
度
の
日

本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
同

時
に
監
督
賞
な
ど
十
部
門
で
一
位
と
な
っ
た
。 

ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
う
が
、
小
説
は
、

生
後
六
ヶ
月
の
女
の
子
を
誘
拐
し
、
そ
の
子
を

「
薫
」
と
名
付
け
て
逃
亡
生
活
を
続
け
る
野
々

宮
希
和
子
の
四
年
間
と
、
実
の
両
親
に
連
れ
戻

さ
れ
た
女
の
子
が
実
名
「
恵
理
菜
」
に
戻
っ
た

後
の
物
語
か
ら
な
っ
て
い
る
。 

映
画
『
八
日
目
の
蝉
』
で
は
、
大
学
生
に
な

っ
た
恵
里
菜
が
主
人
公
で
、
そ
の
数
奇
な
生
い

立
ち
の
た
め
に
未
来
へ
の
希
望
も
な
く
生
き
る

姿
を
追
っ
て
い
る
が
、
映
画
全
体
の
流
れ
は
、

恵
里
菜
が
幼
い
時
に
「
薫
」
と
し
て
深
く
愛
さ

れ
た
記
憶
を
取
り
戻
す
心
の
旅
に
も
な
っ
て
い
る
。 

幼
児
期
の
「
母
」
は
誘
拐
犯
で
あ
り
、
逮
捕

と
同
時
に
幼
い
「
薫
」
は
、
実
母
の
も
と
に
返

さ
れ
る
。 

し
か
し
、
戻
っ
て
き
た
わ
が
子
を

愛
せ
な
い
「
母
」
と
は
一
体
何
な
の
だ
ろ
う
か
。

血
の
つ
な
が
り
が
絶
対
的
な
母
性
を
育
む
も
の

で
も
な
く
、
ま
た
他
人
の
子
供
を
誘
拐
し
て
も
、

そ
の
子
の
た
め
に
だ
け
生
き
よ
う
と
す
る
母
性

は
あ
る
。
た
と
え
身
勝
手
な
母
と
思
わ
れ
よ
う

と
も･･･

。 

｢

母｣

と
同
じ
負
い
目

大
学
生
の
恵
里
菜
は
、
妊
娠
し
て
い
る
こ
と

に
気
づ
く
。
相
手
は
家
庭
の
あ
る
男
性
で
あ
り
、

恵
里
菜
は
、
「
母
」
と
同
じ
負
い
目
を
負
う
こ

と
に
な
る
の
か
と
思
わ
れ
る
。
実
は
、
恵
里
菜

の
父
と
誘
拐
犯
、
野
々
宮
希
和
子
は
過
去
に
、

い
わ
ゆ
る
不
倫
の
関
係
に
あ
っ
た
。
希
和
子
は

我
が
子
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事
情
も

あ
っ
て
、
相
手
の
男
性
の
妻
の
産
ん
だ
幼
児
を
、

衝
動
的
に
抱
き
上
げ
て
逃
げ
た
の
が
誘
拐
事
件

の
真
相
だ
っ
た
。
実
母
の
悦
子
に
は
、
こ
の
よ

う
な
複
雑
な
事
情
の
中
で
、
戻
っ
て
き
た
恵
里

菜
を
、
愛
情
豊
か
な
母
と
し
て
受
け
と
め
る
の

は
困
難
な
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
に
母
と
の
絆
の
実
感
も
十
分

で
は
な
い
ま
ま
に
育
て
ら
れ
た
恵
里
菜
は
、
今

度
は
、
自
分
自
身
が
本
当
の
母
に
な
れ
る
の
だ

ろ
う
か
。
恵
里
菜
に
は
そ
の
自
信
が
な
い
。 

母
も
自
分
も
赦
す

恵
里
菜
は
、
誘
わ
れ
る
ま
ま
に
、
幼
い
頃
を

一
緒
に
過
ご
し
た
千
草
と
い
う
女
性
と
旅
に
出

る
。
幼
い
薫
と
希
和
子
が
最
後
に
暮
ら
し
た
瀬

戸
内
の
小
豆
島
の
美
し
い
自
然
の
中
で
、
恵
里

菜
は
母
に
ほ
ん
と
う
に
愛
さ
れ
た
と
い
う
記
憶

を
呼
び
戻
す
こ
と
に
な
る
。
希
和
子
が
逮
捕
さ

れ
る
直
前
に
薫
と
行
っ
た
写
真
館
に
、
母
子
と

し
て
撮
っ
た
た
っ
た
一
枚
の
写
真
が
残
さ
れ
て

い
た
。
恵
里
奈
に
は
写
真
の
記
憶
は
全
く
な
か

っ
た
が
、
そ
こ
に
写
っ
て
い
る
の
は
薫
を
包
み

込
む
優
し
い
母
の
顔
で
あ
っ
た
。
そ
の
母
は
逮

捕
さ
れ
、
薫
と
引
き
裂
か
れ
る
瞬
間
に
「
こ
の

子
は
ま
だ
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
ま
せ
ん
」
と
叫

ぶ
の
で
あ
る
。 

「
母
」
に
ほ
ん
と
う
に
愛
さ
れ
て
い
た
と
い

う
記
憶
は
、
自
分
も
母
に
な
れ
る
と
い
う
希
望

に
つ
な
が
る
。
希
和
子
と
悦
子
と
い
う
二
人
の

母
性
を
受
け
継
い
で
、
恵
里
菜
は
、
生
き
て
い

け
る
か
も
し
れ
な
い
。
映
画
は
、
我
が
子
を
産

み
、
我
が
子
を
愛
情
深
く
育
て
る
と
い
う
幸
せ

な
母
を
生
き
る
こ
と
が
か
な
わ
な
か
っ
た
二
人

の
「
母
」
を
、
恵
里
菜
は
受
け
入
れ
、
ゆ
る
し

て
い
く
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
結
末
に
な
っ
て
い

る
。
妊
娠
し
て
い
る
と
い
う
恵
里
菜
に
千
草
が
、

「
私
と
一
緒
に
育
て
て
い
こ
う
よ
。
二
人
で
な

ら
お
母
さ
ん
に
な
れ
る
よ
」
と
励
ま
す
言
葉
も

印
象
深
い
。
子
供
を
育
て
る
こ
と
は
、
家
族
や

身
内
の
協
力
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
と
い
う
優

し
さ
が
心
に
響
く
。
こ
う
し
て
恵
理
菜
は
自
分

を
赦
し
、
生
ま
れ
て
く
る
子
を
愛
し
、
皆
と
も

に
生
き
て
い
け
る
と
い
う
自
信
を
固
め
て
い
く

の
だ
と
思
わ
れ
る
。 

題
名
の
『
八
日
目
の
蝉
』
は
、
何
を
表
し
て

い
る
の
か
。
通
説
で
は
あ
る
が
、
地
上
の
蝉
は

一
週
間
の
命
だ
と
い
う
。
だ
か
ら
八
日
目
を
生

き
延
び
る
蝉
は
、
他
の
蝉
が
い
な
く
な
っ
た
孤

独
な
生
き
残
り
に
す
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ

こ
で
は
、
生
き
延
び
て
、
ほ
か
の
蝉
に
は
経
験

で
き
な
か
っ
た
豊
か
な
い
の
ち
を
生
き
る
こ
と

に
な
る
と
い
う
、
希
望
と
再
生
の
象
徴
と
し
て

受
け
止
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
と
私
は
思
い

た
い
。

【
お
知
ら
せ
】

◎
冬
休
み
の
長
期
貸
出
に
つ
い
て

十
二
月
二
十
三
日
（
日
）
～
一
月
五
日
（
土
）

ま
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
及
び
冬
期
休
館
に

伴
い
、
十
二
月
二
日
（
日
）
か
ら
長
期
貸
出

を
始
め
ま
す
。
休
館
中
の
返
却
は
ポ
ス
ト
へ
。

◎
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会
図
書
室
利
用
に
つ
い
て

今
年
八
月
一
日
よ
り
聖
三
木
図
書
館
友
の
会

の
利
用
者
カ
ー
ド
で
、
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会

図
書
室
で
も
本
が
借
り
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

場
所
＝
信
徒
会
館
二
階

開
館
時
間
＝
日
曜
日
午
前
十
時
～
十
二
時

【
友
の
会
か
ら
の
お
願
い
】

聖
三
木
図
書
館
友
の
会
の
新
入
会
お
よ
び

会
員
継
続
更
新
を
お
願
い
し
ま
す
。
皆
さ
ま

か
ら
愛
さ
れ
る
図
書
館
を
目
指
し
ま
す
。

◎
年
会
費
＝
一
般
三
〇
〇
〇
円
、
学
生
一
〇

〇
〇
円
、
賛
助
会
員
一
〇
〇
〇
〇
円

◎
入
会
手
続
き
＝
氏
名･

年
齢･

住
所･

学
生
証

明
書
な
ど
の
確
認
書
類
を
図
書
館
受
付
に

ご
提
示
く
だ
さ
い
。

◎
更
新
手
続
き
＝
年
会
費
の
納
入
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◎
年
会
費
は
、
銀
行
口
座･

ゆ
う
ち
ょ
口
座
か

ら
の
自
動
払
込
み
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
お
詫
び
と
記
事
の
一
部
訂
正
】

『
ゆ
る
し
』
第
四
号
二
ペ
ー
ジ
の
『
稀
覯
本･

カ
ル
メ

ル
』
記
事
中
に
曖
昧
な
記
述
が
あ
り
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

季
刊
誌
『
カ
ル
メ
ル
』
は
、
跣
足
カ
ル
メ
ル
在
世
会

が
一
九
五
七
年
に
創
刊
発
行
し
、
東
京
共
同
体
の
も
の

と
し
て
保
存
し
て
お
ら
れ
た
五
三
号
ま
で
を
同
共
同
体

会
長
の
阿
部
昌
子
氏
（
但
し
、
現
在
会
長
は
高
橋
昌
子

氏)

か
ら
お
借
り
し
て
コ
ピ
ー
さ
せ
て
頂
き
、
貴
重
な
霊

的
内
容
の
『
カ
ル
メ
ル
』
は
全
号
揃
っ
た
。

同
在
世
会
の
後
を
継
い
で
、
一
九
八
二
年
春
号
か
ら

現
在
ま
で
、
男
子
跣
足
カ
ル
メ
ル
会
本
部(

世
田
谷
区
上

野
毛)

が
発
行
し
て
い
る
。
そ
の
間
の
欠
号
に
関
し
て
も

全
国
の
カ
ル
メ
ル
会
修
道
院
か
ら
多
数
提
供
し
て
頂
い

た
。
感
謝
し
た
い
。

【曝書の候】
図書館では、一年のうちの乾燥して気候のよい
時期に、本の｢虫干し｣をする。これは｢曝書｣と
いって、エアコン付きの書庫の蔵書でも外気に
本をさらして手入れする。聖三木図書館でも、
職員がほこりを払ったり、汚れをふき取ったり、
利用者に気持ちよく読んで頂くための作業を丁
寧に進めていた。

母
性
の
苦
難
―
ゆ
る
し
―
再
生

   

映
画
『
八
日
目
の
蝉
』
を
見
て 

聖
三
木
図
書
館
館
長   

宗 

正
孝
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包
み
込
む
社
会｣
の
実
現

「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
を
ご

存
じ
で
す
か
？
障
が
い
な
ど
の
「
違
い
」
に
関

わ
ら
ず
、
あ
り
の
ま
ま
の
素
晴
ら
し
さ
を
認
め

合
い
、
誰
も
が
生
き
生
き
輝
い
て
暮
ら
す
社
会

が
「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
包
み
込
む
）
社
会
」

で
す
。
一
番
新
し
く
設
立
し
た
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

勇
気
の
翼
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
２
０
１
５
』
で

は
、
障
が
い
の
あ
る
方
々
と
彼
ら
を
取
り
巻
く

方
た
ち
と
の
「
交
流
」
を
通
じ
て
相
互
理
解
を

深
め
、
こ
の
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
今
な
ぜ
こ
の
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。

日
本
は
年
間
自
殺
者
が
三
万
人
を
超
え
、
内

閣
府
調
査
で
は
「
物
よ
り
心
の
豊
か
さ
が
大
事
」

と
の
回
答
が
過
去
最
高
の
六
四
％
を
占
め
た
と

聞
き
ま
す
。
頑
張
っ
て
も
充
実
感
が
な
い
、
自

分
を
大
切
に
思
え
な
い
と
い
っ
た
悩
み
が
蔓
延

す
る
社
会
は
、
成
果
や
効
率
を
重
視
し
、
競
争

と
排
除
を
繰
り
返
し
た
結
果
だ
と
皆
が
気
づ
き

始
め
ま
し
た
。
殺
伐
と
し
た
現
代
社
会
を
救
う

の
は
、
多
様
な
個
性
を
お
互
い
が
尊
重
し
、
支

え
合
う
「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
理
念
」
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

昨
日
の
自
分
に
勝
つ

私
が
知
的
障
が
い
の
あ
る
方
を
支
援
す
る
活

動
を
始
め
た
の
は
二
十
年
以
上
前
。
あ
る
牧
師

さ
ん
の
言
葉
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
「
ど
ん
な

に
医
学
が
進
歩
し
て
も
、
人
口
の
約
２
％
は
知

的
障
が
い
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
。
人
間
に
と

っ
て
一
番
大
切
な
『
優
し
さ
』
や
『
思
い
や
り
』

を
教
え
る
た
め
、
神
様
が
与
え
る
プ
レ
ゼ
ン
ト

だ
か
ら
だ
。
」
障
が
い
の
あ
る
人
を
「
可
哀
想

で
不
幸
な
人
」
と
憐
れ
み
、
同
情
心
で
見
て
い

た
私
は
、
無
意
識
な
偏
見
と
傲
慢
さ
に
気
づ
い

た
の
で
す
。
彼
ら
が
幸
せ
な
人
生
を
過
ご
せ
る

か
ど
う
か
は
周
り
の
サ
ポ
ー
ト
次
第･･･

「
良

き
理
解
者
、
支
援
者
に
な
り
た
い
」
と
始
め
た

の
が
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
（
以
下
Ｓ

Ｏ
）
の
活
動
で
し
た
。
Ｓ
Ｏ
と
は
知
的
障
が
い

の
方
々
に
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
そ
の
成

果
発
表
の
場
で
あ
る
競
技
会
を
提
供
す
る
国
際

的
な
ス
ポ
ー
ツ
組
織
。
私
が
夢
中
に
な
っ
た
の

は
「
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
目
標
に
勇
気
を
持

っ
て
挑
戦
し
、
ゴ
ー
ル
ま
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し

た
人
す
べ
て
が
勝
利
者
と
し
て
称
え
ら
れ
る
」

と
い
う
独
自
の
理
念
で
す
。
「
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」

よ
り
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
、
昨
日
の
自
分
に
勝

つ
こ
と
を
重
視
す
る
理
念
は
、
現
代
社
会
が
忘

れ
て
し
ま
っ
た
大
事
な
精
神
だ
と
思
い
ま
す
。

障
が
い
者
は
暗
く
て
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
で

は
な
く
、
サ
ポ
ー
ト
さ
え
す
れ
ば
個
々
の
可
能

性
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
こ
と
。
助
け
や
支
え

が
必
要
な
人
に
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
で
、
実

は
自
分
自
身
も
限
り
な
く
幸
せ
な
気
持
ち
に
な

れ
る
こ
と
。
誰
も
が
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
、

あ
り
の
ま
ま
の
姿
が
と
て
も
尊
い
こ
と
・
・
・
。

私
の
人
生
を
豊
か
に
し
、
心
か
ら
の
「
感
謝
」

の
気
持
ち
を
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
知
的
障
が

い
の
方
た
ち
と
の
触
れ
合
い
で
あ
り
、
「
共
に

生
き
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

上
智
大
学
の
教
育
精
神

今
振
り
返
る
と
、
私
が
上
智
大
学
で
過
ご
し

た
時
間
は
人
生
の
ほ
ん
の
短
い
期
間
で
す
が
、

「M
en and W

om
en for O

thers, w
ith O

thers

（
他
者
の
た
め
に
、
他
者
と
と
も
に
生
き
る
）
」

と
い
う
大
学
の
教
育
精
神
は
、
本
人
も
気
づ
か

ぬ
内
に
心
の
中
に
根
づ
き
、
他
人
を
思
い
や
り

社
会
に
奉
仕
す
る
と
い
う
今
の
人
生
に
、
自
然

と
私
を
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
に
も
感
じ
て

い
ま
す
。

社
会
を
変
え
る
の
は
私
た
ち
一
人
一
人
で
す
！

誰
一
人
排
除
さ
れ
る
こ
と
な
く
地
域
社
会
に
受

入
れ
ら
れ
、
支
え
合
っ
て
暮
ら
す
温
か
な
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
社
会
の
実
現
に
、
皆
さ
ん
が
勇

気
の
翼
を
広
げ
て
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
る
こ
と

を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

【
細
川
　
佳
代
子
】
一
九
四
二
年
東
京
生
ま
れ
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
勇
気
の
翼
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
２

０
１
５
理
事
長
、
公
益
財
団
法
人
ス
ペ
シ
ャ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
名
誉
会
長
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
理
事
長
。

上
智
大
学
卒
業
後
、
七
一
年
に
細
川
護
煕
氏

と
結
婚
。
政
治
活
動
を
支
え
る
一
方
　
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む
。
障
が
い
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
が
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
包
み
込
む
）
社

会
」
の
実
現
を
目
指
し
活
動
中
。

【
友
の
会
の
シ
ン
ボ
ル
、
ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
花
】

今
春
も
ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
里･

国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園
（
茨

城
県
ひ
た
ち
な
か
市
）
の
「
み
は
ら
し
の
丘
」
三
．
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
見
事
に
咲
き
ま
し
た
。
ヒ
ョ
ウ
が
降
っ
た
り
、

突
風
で
痛
ん
だ
花
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
四
五
〇

万
本
の
花
を
見
よ
う
と
多
く
の
人
が
訪
れ
、
行
列
も
で
き

ま
し
た
。
花
言
葉
を
『
ゆ
る
し
』
と
い
う
ネ
モ
フ
ィ
ラ
の

種
は
、
来
春
に
向
け
て
公
園
職
員
の
手
で
播
種
の
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
特
別
寄
稿
】

    

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
社
会
を
目
指
し
て

        

～
勇
気
の
翼
を
ひ
ろ
げ
て
～

細
川 

佳
代
子
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